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１．調査の目的

　第二言語習得における母語干渉、自国文化による影響は作文の中ではどういう形で表現

されているか、その実態はどうなっているかが本調査の目的である。このため、中国にい

る日本人留学生（23 人）の中国語作文を対象に調査を行った。

　調査の結果、中国語の動詞、（時）態、助数詞、副詞、介詞、表記法、可能態、形容詞

など（頻度順による、表１を参照）に問題が見られるが、典型的な例は、次の通りである。

２．誤用例の分析

　誤用例は上記のように分類して分析した。下線の引いた語は問題のあるもので、（）内

はもとになったと思われる日本語表現である。太字はあまり適当でない場合の印である。

→　印の後は直した表現である。その原因は [解説]をによって説明する。

２．１．動詞と関係のある間違い

　　中国語作文では頻度の一番高い間違いは動詞（48.6％）だが、次は間違いの性質によ

り分類したものである。

２．１．１　動詞との組み合わせの間違いによるもの

　　a. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～に分ける）→　分成

[解説]「     」は一つのものを二つにする場合に使うが、この文では、結果が

四つあるので「分成」を使ったほうが適当である。

　　b. 　　　　　　　　　　　　　　（休日を過ごす）→　度假

 [解説]「　」は暮らすという意味で、普通は「活」「     」と組み合わせる。こ

の文では「  」より「度」のほうが適当と思うが、単音節組み合わせの

制限で「     」は「　」に直した方がよい。

　　c.　　　　　　　　　　　　　　（卒業した）→ 　　　　　

[解説]「　　」は自動詞で、「　　　　　　    　　　」という語順で使われる。

「　　 」を目的語の前に持っていくと介詞「  」が必要である。例えば、

「　　　　　　　　」はその例である。

　　d. 　　　　　　　　　　　　　　　　（～に感動される）→



　　　

     [解説] 中国語の「   　」は大体外界の影響を受けて心に何か充足感を覚える

            ことである。ここでは何かを見てから「　　 」という形になっている

            が、この文脈ではその関係はあまりはっきりしていない（つまり誰が

　　　　　　感動されたかは曖昧になっている）から、直す必要がある。

　

２．１．２　否定の間違いによるもの

　　a.                               (～と交流の手段がない)　→        

　     [解説] この文は日本語の直訳のようだ。「　　 」は副詞で動作或いは状態発

              生の否定だから、この場合は「 　　」は使わないで「　　 」を使った

              ほうがよい。

　　　

　　b.　　　　　　　　　　　　　　（何か）→ 　　　　　　　　

　      [解説]「     」は動詞否定用の副詞だが、いつも動詞の前に来るから、「

               　 」を「　」のあとに移動すれば上記の問題は解決できる。

　　　　

　　c. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(～に対して)

        → 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　     [解説]　中国語では「不要」は「要らない」という意味だが、作者は助動詞の

              「要」を動詞の「要」と間違えて、文の意味を曖昧にしたのである。

               実はここでは「批判してはいけない」という意味なので、直す必要が

　　　　　　　 ある。

２．１．３　動詞（二つ以上）の組み合わせ間違いによるもの

　　a. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　（）→ 　　　　　　　　　　　　　　　

 [解説] 中国語では動詞が目的語になる場合もあるが、これは二つの動詞が出る

時に限る。この文では目的語になる「跳（舞）」は動詞で名詞に修飾され

ているのが問題になったのである。

　　b. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（食べられる量を注

文する）→

  　   [解説]　この文は日本語直訳のようである。ただし、数量の不定を表す「多少」

　　　　は、上記の表現で使えないと思われる。つまり、バランスがとれてい

　　　　ない。

　

　　c.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（～てくる）→

       　　　

　　   [解説]「　　 」は、動詞・形容詞の後に付くと動作が「～し始める、または、

　　　   　　～し続ける」という意味になる。ただし、目的語がつく場合はその真ん



　　　中に入られることがある。ここでは目的語を入れる必要がある。

　　　

２．１．４　誤解によるもの

　　a. 　　　　　　　　　　　　　　（思う）→　想起

　     [解説] この場合は「思い出す」という意味になるはずだが、「思考」という

              意味の言葉と間違えているので、直す必要がある。

　　b. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(知る)　→　知道

　     [解説] 中国語では「　　 」は人とか道を知っている場合に使う。具体的なこと

　　　については「　　 」は使えないので、「知道」を使うべきである。

　　

２．２.「時態」助詞の間違いによるもの

　中国語の「時態」を表す助詞は「　　　　　　」などである。そのうちよく使われるも

のは「了」のようだが、「了」の使い方はまだ普遍性をもっていないため、注意しないと

間違いやすい。

　　a.      　                           　　　　  （～た）→

　　   [解説]　ここの助詞「了」は動作の完了を表す。文脈から見ると持続態のはず

　　　 なので助詞「　」で入れ替えればいい。｢　　　 ｣は動作の場合は使う

               が、目つきの場合には使えない｡

　　b. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(～た)　→ 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　→

      [解説]　動詞のあとに「了」がつくと動作の「完了」を表す。ここでは昔の王様

　　　の生活の様子を再現するため「持続」態「　」が必要である。また「譜

　　　刧」の場合は前に「　　」があるので、助詞が省略できる。

　　c.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　了

　     [解説]　ここでは一つの動作が終わったらもう一つの動作或いは事柄が発生す

　　　 るという文脈である。二つの動作とつながる助詞「了」を用いていな

               いので入れる必要がある。

　　d. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（過ごせる）→

       [解説]　ある「動作・事柄」が実現する場合はただ「了」だけでは足りない。

               「目的を達成する」の「上」が必要である。

　

２．３．助数詞

　中国語においては助数詞は慣用的な使い方が多いようである。とくに、一つの対象に二

つ以上の使い方がある場合、間違いは出やすい。



     a. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）→

　　　　[解説]「　」は建物の階層を数える場合に使う言葉である。具体的な階層を指

　　　　定するときには「楼」を使う。例えば、「在６（　）楼」。

　　

　　b.　　　　　　　　　　　　　　　（この）→　次

　     [解説]「　」は「代名詞」である。名詞と助数詞とともに使う場合は近くの事柄

               を指す。ここでは「今回」という意味で「次」が必要である。

　

　　c.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（あの）→　匹

       [解説]　馬を数える場合は「匹」でなければならない。

　　d.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一種）→

       [解説]　「　」は分類する場合に使う単位である。ここでは「　」のほうがいい。

　

    e.　　　　　　　　　　　　　　　　（一人）→　位

       [解説]　人間を数える場合「　」も使えるが、ここでは後ろの「～　」と合

               わないので、やはり敬意を表す「位」を使った方がいい。

２．４ 表記法の間違い

　表記法では日本語をそのまま使っている語彙はあまり多くない。主に発音の間違いに

よる誤用である。

　　a.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（舞踏）→

　     [解説]「舞踏」は中国語にはないようである。これは日本語からそのまま持って

　　　きたのかもしれない。

　　b. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（脳）→

　     [解説]　同上

　　c. 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）→　辞

　     [解説]　たぶん「志」と「辞」との発音ははっきり区別できないので、「辞」を

　　　「志」と間違えたのだろう。

　　d. 　　　　　　　　　　　　　　　　　（）→　招、

                                       （）  → 　

　     [解説]　cと同じ原因。

　　e.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（乱費）→

　     [解説]　この「乱費」は日本語そのまま使っている。また、「要～不要～」は意



　　　 志を表す場合に使う。「習慣」としては使わない。

２．５ 可能態

   可能態は助動詞「会」と「能」のほかに､助詞「得」「不」などがある。だたし、決ま

った文型に使うが、ｂの間違いはこの類のようである。

a. （できる）→　能     

　 [解説]「会」と「能」はともに能力を表す助動詞である。しかし、ある程度（

　　　 　）を表す場合は「能」しか使わない。

   

　  b.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（できない）→

　     [解説] 「不会」とは能力がないことをさす。ここでは自信がないという意味な

　　　ので、「不会」は使えない。

　　　

　  c.　　　　　　　　　　　　　　　　　（～になれない）

　　　　　　　　　　　　　　　→

　　　　　　　　　　　　　　　→

　     [解説]　動詞「    」は「～になる」という意味で、普通「不」で否定はしな

               い。ただし、「不能」の場合は「　　」（許可）の意味が入っている

　　　　　　　 からニュアンスが違う。

３．まとめ

　上記の調査によると間違いが起こった原因はほぼ次の４種類である。

　① 品詞の属性（自・他・動・副など）をはっきり知らない。

　② 語順を正しく並べられない。

　③ 語彙量が少ない。

　④ 母語干渉など。

　もし品詞の属性が分からないければ正しく使えない。分からないまま使えば文の意味を

間違えるのはもちろんのこと、意味が曖昧になったり、逆の意味になったりする。

　要するに、この調査の結果から見ると、正しく表現できない大きな障害の一つは平均語

彙数（25％）が少ないことのようである。つまり、自由に選択できる語彙が少ないので

上記の間違いが起こりやすく、母語の干渉もおこりやすくなるわけである。もし勉強によ

って、語彙の数が増やれば間違いはなくなり、母語干渉も少なくなると思われる。

　　　　　　　　　　　　　表１　誤りの頻度表

項目   動詞　(時)態　 助数詞　 副詞　 介詞　 表記法　 可能態　 形容詞　   合計

頻度    52     17       9        8      7       5        5        4        107

 ％     48.6   15.9     8.4      7.5    6.5     4.7      4.7      3.7      100
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